




















































































































六作品は二校。千葉 野田 三 二 、 年一人、五年二人、六年一人） 、千葉県船橋市葛飾校（一年一人 五年三
人、六年二人） 。　
七作品は、二校。群馬県伊勢崎市北校（ 年一人二作品、五年一人四作品、六年 ） 、神奈川県横浜市平安校（二年
二作品が二人、二年で三作品一人） 。　




最も多い三七作品が掲載されたのが、福島県平市第二 で七作品 三 で七作品 五年一人で二一作品
と一作品二人） 。掲載された児童は限られており、在籍校での取り組みということより、児童個人の投稿であったといえよう。　





























































































































































































































　「大東亞共榮圏」が、 「週報」の表紙見返りに現われたのは昭和十五年八月十四日号（第二〇〇号） 。 「大東亞共榮圏の確立へ


















































































































また、 「週報」第二七一号（昭和十六年十二月十七日号）は、 「決戦下国民の心構へ」を掲載し、 「防火用具の整備」を挙

















































































































六年生の十二月の第二字句として配置されていた。 『習 精義』によれば、 「読本」の一節、 「みやびやかな唐破風、すつきりした千鳥破風、それらが上下に重なり、左右に並び、千鳥がけに入りちがふさまは、まさにいらかの乱舞といひたい」から抽出された字句。 「小学書方手本
　
第六学年下」から引き継いだ字句。直前期では五作品の掲載であったから、これも







































これらのほかに、 「少年よ大志を抱け」 （四点）と「濱千鳥有明月」 （四点）が、季節柄の字句作品として、 「さむぞらゆ
き」 （四点） 、 「廣野原冬景色」 （四点）があった。


















句にしても、学年配当月での学習に関連する作品であり、投稿する季節柄 字句 選ばれていた いうことである。この傾向は、直前期と同様の展開といえるが、学年配当月 の学習に関連す 作品として、高等科二年生の和漢朗詠集の字句「東岸西岸之柳遅速不同南枝北枝之梅開落已異」が四点掲載され、その習熟度の高さを見せていた。	
（二〇一五・一・一四）
